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Abstract: School of science and Engineering at Kokushikan University was established in 2007, 
descended from the former Faculty of Engineering. The purpose of its education is to foster creative, 
practical and promising engineers. The Mechanical Engineering course is one of the six courses offered 
in this department. Its core curriculum focuses specifically on practical training because there is an 
increasing need for work-ready skills in the recent industrial world. This curriculum includes contents 
learning a plan of a machine, a design, trial manufacture, evaluation as one project. It can learn basics 
knowledge of mechanical engineering by also making a model of a machine device. There say Project-
based Learning or Product-based Learning and merely say PBL education. This paper reports such a 
program implemented by a class of the lower grades in our course.
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生は74%となっており，本授業が高い習熟効果を有した
授業であることが明らかになった。図1３ は，学生の授
業に対する満足度を示している。大変満足しているとあ
る程度満足していると回答した学生は72%であり，高い
満足度を有した授業であることが明らかになった。
４．ま　と　め
これまでに，低学年向けの実践的なモノづくり技術者
教育手法として，理工学部へ改組と同時に開発して運用
してカリキュラムに関して，工学に対する学生の興味を
引き出し，その教育効果が十分高いことが，明らかにな
った。
歴史を振り返れば，戦士が英雄になり，政治家がその
名を残す事が多い。しかし，いつの時代も社会の礎を作
るのはエンジニアであり，そこには技術者にしかできな
い仕事があり，やりがいのある大仕事である。技術立国
である我国において，次世代を担う技術者に求められる
根本理念はまさにここにあり，このような観点に立ち，
技術者育成に注力していくことは，学生の興味を引き出
し，高い教育効果が得られることからも，方向性として
間違っていないことを確信しているところである。大学
関連部署の理解と協力を切に望むところである。図1２　授業評価アンケートの結果（その２）
図11　授業評価アンケートの結果（その１）
図1３　授業評価アンケートの結果（その３）
